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数学化の卑場からの学習指導に関する事例的研究

定の構造や規則が静めやすい表現を作り利用すること

は,新たな思考の発展をもたらす.

◎ 数学化において同時進行する言語の再構成では,

｢わかり発音する生徒｣と ｢わからずに開 く生徒｣の

残念な二極分化を進行 させる可能性がある.ただし,

後者の生徒も,練習により新たな言語に習熟 し得る.

掛 こ,①は,従来の筆者の研究では議論しなかった点で

ある.ラカトシュの ｢証明と論駁｣13jの過掛 よ,数学の

創造過程の典型とみられるが,この事例における問いの

連鎖も,その過程に類似である.闘いの連鎖の研究に

｢問親の発展的取 り扱い｣14)がある.この研究での問い

は文章題で.その方法は条件の変更にある.文章題の連

鎖も重要な数学的活動であるが,通常の授業が問題文で

はなく問いの連鎖によって進行することを考えると,問

いの連銀と数学化との関連は,授業過程における知識生

産を考察する視点として別に検討する必要がある.

また,これまでの報告における事例では線形的な事例

が多かったが,生徒の個別的思考から必然的に複線形的

になり,集団思考によるダイナ ミズムに包まれる15).

その分析枠組みは今後の課題の lつである】6).
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